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《博士論文要旨および審査報告》
皆川雅樹　日本古代｢唐物｣関係史の研究
-　学位請求論文
―
Ⅰ
　論文要旨　　　　　　　　　皆川雅樹
本稿は'平安期の　｢対外関係｣史について､｢唐物｣と
呼ばれるモノに力点を置いて､｢東アジア｣世界における交流との関わりの中で検討したものである｡
序章｢古代｢対外関係｣史研究と｢唐物｣　では､まず､｢｢対外関係｣とは何か｣を石母田正氏が提起した｢交通｣
概念の議論を基点に検討し'｢多様｣｢多元｣な交流の検証をすることが求められていることを確認 ｡その上で､近年議論が重ねられている金　(黄金･砂金)　の意義に関する山内晋次氏･保立道久氏の研究から今後の課題を導き出し'加えて､その課題に向き合う手段として'日本古代史研究における｢ネットワーク｣論の具体化を指摘した｡そして'このような課題･論点を考える上で　｢唐物｣　に注目することを提示している｡
第一章｢九世紀における　｢唐物｣　の史的意義｣　では'従
来､｢日本への輸入品｣という評価でしかない　｢唐物｣　の語義を､その初見記事である承和の遣唐使関連の史料を取-上げて検討する｡
｢唐物｣　の初見記事である承和六　(八三九)　年の史料を
中心に検討を加え､｢唐物｣は承和の遣唐使を契機として使用された語であり ｢日本｣王権が｢外来品｣　の先買･独占を意識して使用した語であ ことを指摘した｡また'その背景には､八三〇年代前後､ や新羅において　｢内｣｢外｣に対する｢外来品｣　への対応･活動を見て取れることと連動していることを指摘 ｡そして､｢唐物｣をめ
ぐる論点･課題を提示し'以下の章で検討を加えている｡
第二章｢九〜十世紀における陸奥の金と｢唐物｣1歳入
所と対外関係-｣　では､従来から日本列島における流出品として注目され検討が重ねられている陸奥 黄金　(砂金)と､第一章で検討した流入品としての　｢唐物｣　 ついて取
関　り上げ､｢日本｣王権の　｢対外関係｣を考える上で重要な
要素である内蔵寮･蔵人所･摂関･大事府鴻膿館･｢中国｣系商人　(海商)､それぞれとの 係について検討する｡
第三章｢九〜十世紀の　｢唐物｣と｢束アジア｣-香料を
中心として-｣　 は､近年'画期に関する様々な議論がある九〜十世紀を検討の範囲とし､｢外来品｣としての　｢唐物｣　のひとつである香料を検討対象として､そ モノの持つ　｢外部｣性 それ 消費する意義を｢物語史料｣　(『源氏物語』)　を意識的に考慮して考察し､その際'こ まで充分に検討されることのなかった当該期の　｢唐物｣　の意義｢東アジア｣情勢　(唐滅亡以降の呉越国･占城二二仏斉の
状況を中心に)　の連動性に留意すべきことを指摘した｡して'｢唐物｣が様々なヒトによって運ばれ､様々な｢地域｣　で､様々なヒーによって政治･社会･経済･文化というあらゆる面で利用･使用 を､香料 題材として確認 た｡そして､｢唐物｣として 香料 注目するこ によって'｢東アジア｣=｢日中韓｣という枠組みだけに収まらないことを意識的に追究した｡
第四章｢動物の贈答-日本古代対外関係史研究の一約
-｣　では､｢東アジア｣　の国際関係において'諸史料に動物名とともに明記されることの多い動 の贈答につい 取り上げる｡動物 贈答品とし 人間以外で唯一動く存在であり'ヒーの視覚(容姿･動き)'聴覚(鳴き声)､喚覚(体
臭･排継物など)　及び場合によっては味覚に訴える可能性が高いものである｡日本列島 流入する｢外来｣　の動物は､従来､｢唐物｣と同類に扱われるが､ここで 動物が持つ特質を見出した上 ､平安期を中心に'六〜一二世紀の国際関係における贈答品としての動物-｢外来｣　の動物としての鵜鵡と孔雀を中心に-の意義を検討する｡鶴鵡は｢能言鳥｣としての特徴 持ち'王が傍らに置かなければならない状況を作り出す贈答品であり'孔雀は尾羽の美しさを持つ鳥とし 特徴を持ち'仁和寺を中心とした｢孔雀王経｣との関わりで効果を発揮する贈答品であることが明らかになると同時に､単なる愛玩品ではなく'極め 政治的･経済的な贈答品であることを検証した｡
終章｢平安期の　｢唐物｣研究と　｢東アジア｣｣　では､第
一〜四章の検討成果をふまえ､本稿の最重要キーワードある　｢唐物｣　について､改めてそ 歴史的概念としての意味を考えた上で'歴史学研究として　｢唐物｣ 追究 てく意義 '現代的課題としての　｢東アジア｣という枠組みの捉え方との関連で整理した｡まず､平安期から室町･戦国期の　｢唐物｣をめぐる状況を見ていくと'｢唐物｣は､海を経て日本列島に舶来され ｢日本｣側の人々によ 働きかけ　(先買･目利きなど) によって認識･判別されるモノであり､それは常に権力者　(天皇･幕府･大名など)　よって掌握･利用されることを確認した｡そし ､そのよ
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うな｢唐物｣　に代表されるモノに力点を置いた作業を通じて'特定の　｢地域｣　に限定しないで検討を重ねながら｢東アジア｣という枠組みを考えない限-､固定的な｢東アジア｣観は拭い去れないと考え､そのためには､各行為者間の紐帯　(要素と要素を結ぶもの)　として を位置づけ'その範囲を特定･限定してい-こ によって　｢ネットワーク｣の｢境界｣ 見出して くことが､日本列島で｢唐物｣と呼ばれるモノが持つ歴史的意義を問う場合 おい 必要であることを明示Lt今後の課題へと繋げた｡
Ⅱ　審査報告
審査委員
(主査)　専修大学文学部教授
専修大学文学部教授専修大学文学部教授
皆川雅樹氏より提出された学位請求論文｢日本古代｢唐
物｣関係史の研究｣　の内容とそれに対する審査所見は､以下の如-である｡
I本論文の構成は以下の如-である　(節･項のタイトルは
省略する)0
序章　　｢古代｢対外関係｣史研究と｢唐物｣｣第一章　｢九世紀における　｢唐物｣　の史的意義第二章　｢九〜十世紀における陸奥の金と　｢唐物｣1
歳入所と対外関係-｣
第三章　｢九〜十世紀の　｢唐物｣と　｢東アジア｣-香
料を中心として-｣
第四章　｢動物の贈答-日本古代対外関係史研究の一
駒-｣
終章　　｢平安期の　｢唐物｣研究と｢東アジア ｣
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以下'各章の要旨を略述すると､次のようになる｡序章｢古代｢対外関係｣史研究 　｢唐物｣｣　は､本論文
の基本視角とその前碇になる　｢対外関係｣を広義の　｢交通｣概念として把握すべきことを､これまでの研究を整理した上で　｢ネツーワーク｣論として具体化することを確認している｡この点を踏まえた上で'｢モノ｣の流れ(物流)から古代の国際関係史を究明する有効性が示され'｢唐物｣と呼ばれた　｢モノ｣　に注目することを述べている｡本論文の基調となる研究視角と方法を記した章である｡
第一章｢九世紀における　｢唐物｣　の史的意義｣は'これ
まで深い検討がなされずにきた｢唐物｣の語義を探り 唐物｣に関わる論点と課題を明らかにした章である｡｢唐物｣の語義は､承和六　(八三九)年の初見記事を検討した結果､｢唐物｣は承和の遣唐使を契機として使用された語であり､｢日本｣王権が｢外来品｣　の先買･独占を意識して使用し
た語であることを指摘している｡その背景には'八三〇年代前後'唐や新羅において｢内｣　｢外｣に対す ｢外来品への対応･活動と連動していることを指摘している｡
第二章｢九〜十世紀における陸奥の金と｢唐物｣-蔵人
所と対外関係-｣は'従来から日本列島における流出品と
して注目され､とりわけ近年その歴史的意義が再評価されている陸奥の黄金　(砂金)　と　｢唐物｣　について取り上げ､｢日本｣王権の　｢対外関係｣を考える上で重要な要素である内蔵寮･蔵人所･摂関･大事府鴻膿館･｢中国｣系商人(海商)､それぞれとの関係について検討している｡第三章｢九〜十世紀の　｢唐物｣と　｢東アジア｣-香料を
中心として-｣は､｢外来品｣としての　｢唐物｣　のひとつである香料を検討対象として､そのモノの持つ　｢外部｣性とそれを消費する意義を｢物語史料｣　(『源氏 語』) を使用して検討している｡本章の最大の成果は､これまで充分に検討されることのなかった九〜一〇世紀における｢唐物｣　の意義と　｢束アジア｣情勢　(唐滅亡以降 呉越国･占城･三仏斉 状況を中心に)　の連動性 明らかに た点であろう｡そして'｢唐物｣が多様なヒトと｢地域｣　で'政治･社会･経済･文化等の多領域で利用･使用されるこを明らかにし､｢唐物｣と の香料が ｢東アジア｣=｢日･中･韓｣　の枠組みに収まらないことを鮮明している｡第四章｢動物の贈答-日本古代対外関係史研究の1駒
-｣は'｢東アジア｣　の国際関係において､諸史料 動物名とともに明記されることの多い動物の贈答を検討している｡検討の対象としたのは､孔雀と艶鵡である｡本論の検
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討によれば､日本列島に流入する　｢外来｣　の動物である孔雀や曳鵡は､｢唐物｣と同類に扱われるが､動物が持つ特質に留意してみると､難鵡は　｢能言鳥｣としての特徴を持ち､王が傍らに置かなければならない状況を作り出す贈答品であり､孔雀は尾羽の美しきを持つ鳥としての特徴を持ち､仁和寺を中心と た｢孔雀王経｣との関わりで効果を発揮する贈答品であることが明らかであり'単なる愛玩品ではなく 極めて政治的･経済的 贈答品であることを明らかにしている｡
終章｢平安期の　｢唐物｣研究と｢東アジア｣｣は'まず'
平安期から室町･戦国期までの　｢唐物｣　 関わる史資料を検討し､｢唐物｣が海を経て日本列島 招来され'｢日本｣の人々による働きかけ　(先買･目利きなど)　 よって認識･判別されるモノであ-'それは常に権力者　(天皇･幕府･大名など)　によって掌握･利用され ことを指摘している｡次いで､現代的課題としての　｢東アジア｣という枠組みの捉え方を再考し､｢唐物｣に代表されるモノに視点をおき'検討することで､これまでの固定的な｢東アジア｣世界観を批判的に克服する途を提示している｡それは､各行為者間を紐帯　(要素と要素を結ぶもの)　するものとしてモノを位置付け'その範囲 特定･限定し い-ことによっ 　｢ネットワーク｣ 　｢境界｣を見出してい-方法
あり'日本列島で　｢唐物｣と呼ばれるモノが持つ歴史的意義を問うことで具体的な成果が期待でき と記し､本論文が一貫して追及した　｢唐物｣研究の意義をま めている｡
Ⅱ日本古代の対外関係史は'日中･日朝の関係史として研
究されてきたが､それは､外交史といってよい研究領域あった｡そこでの主たる研究テーマは､例えば､五世紀における倭の五王の対中国外交であったり､七世紀より始まる遣惰便･遣唐使の研究であった し ｡戦後､研究の対象が百済･新羅･高句麗や潮海が加わったが､それらの多くは外交史の範囲を出るも でなかった｡
こうした研究状況が大き-変わる は'一九七〇年代に
入ってからである｡それは以前から指摘されていた東アジアの中で日本を考え 視点が浸透して-る中で､これまの外交史の枠組み 再検討することから生まれてきた国際関係史的観点が漸く視点として定着してきた とを意味する｡
日本古代における国際関係史的観点は､ヒト･モノ･コ
ト等を国際･社会関係の中でと える方法とい てよい分析方法であ-'｢国際｣を冠していることから一国史の枠に収まらない市史料 収集･分析を必要と い ｡そ為もあり'観点の重要さが指摘されるようになっても､目
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本の史資料だけでなく'外国の史資料も活用しなければならないという研究の困難さから'この研究領域にチャレンジする研究者は多-ない｡そのためもあり､研究蓄積は決して多いとは言えないのが実情と言えよう｡
皆川雅樹氏の研究は､こうした研究状況の中から生み出
されたものであり'モノを基軸して九･一〇世紀 古代日本の特質を探り､古代史学界で流布している　｢東アジア｣世界論 批判的克服をめざした研究と言える｡
本論文の見るべき成果は'数多いといえるが､特に際
だった成果として次の点をあげておき い｡
第一に､これまで唆味であった　｢唐物｣　の語義を初めて
明確にした点である｡これは､今後の　｢唐物｣ の基礎となる貴重な成果 り'実証的研究によって　｢唐物｣究の意義を鮮明にしたこ は､高い評価が与え れるべきものであろう｡
第二に､｢唐物｣研究を通じて'これまでの｢東アジア｣
世界論のもつ限界を実証的研究にもとづき批判し'今後の研究の道筋を示した点があげられる｡
第三に､第二章から第四章を通じて個別の検討がなされ
ているが､それらはいずれも丁寧な史資料の提示 安定した史料解釈がなされており'その 価値は高く'｢唐物｣研究を志すこれから 研究者に多大 寄与する基礎
的･実証的研究といえるものである｡
とりわけ､香料の物流を論じた第三章は'検討に視野を
束アジアに限定するこ なく'九･一〇世紀の占城二二仏斉等の国を含むアジア世界に広げて検討し､流動する歴史を踏まえた香料の物流史は､｢ネットワーク｣論の豊かな可能性を明らかにした章として高く評価できる｡また'孔雀･難鵡の贈答関係から日本を含む諸国間の関係史を浮き彫りにした第四章は､孔雀･鵜鵡の個別的な検討を通じて､それらが日本において王権･貴族らにとって威信財としての側面をもつと同時にその限界も指摘しており 動物に着目した視点の斬新さと指摘の妥当性は評価されてよいはずである｡
上記三点に代表される成果を生み出したことからも明瞭
なように､研究者としての資質は充分 備わっており､今後の研鎌によって､そ 大成が期待できるも と思える｡
以上の点から'審査 あたった三人は一致して､皆川雅
樹氏に博士号(博士･歴史学)　の学位を授与す が妥当であると判定する次第である｡
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